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長寿医療研究委託事業 

総括研究報告書 

 

長寿医療研究のための包括的バイオリソース（試料、データ等）バンク構築に関する研究 

 

研究代表者 矢澤生 国立長寿医療センター研究資源有効利用室長 
 

研究要旨 

 高齢者が健やかな加齢(Aging Well)を享受するために、国立長寿医療センターは加齢に伴う疾患

の克服研究の基盤として包括的なバイオリソースに関するバンクを構築する。本研究では、生体試

料について連結不可能匿名化により効率的な活用研究をめざす「長寿バイオバンク」、病理解剖組織

について連結可能匿名化により法律を遵守する研究を実施する「組織バンク」の２つのバイオリソ

ースバンクの構築を進めた。各々のバンクでは試料収集の際に生命倫理だけでなく社会的なコンセ

ンサスに充分配慮したインフォームドコンセントを作成した。さらに、バイオリソースの活用につ

いて活用指針や具体的な研究のあり方を検討した。バイオリソースの活用研究として、認知症等の

原因となる神経変性に対する根本的な治療法開発などにより、明快な研究成果を国民に還元する研

究を実施した。 

 

研究分担者 

 

下方浩史 国立長寿医療センター 部長 

徳田治彦 国立長寿医療センター 部長 

橋詰良夫 愛知医科大学 教授 

佐々木良元 三重大学神経内科 助教 

 

A. 研究目的  

高齢者が健やかな加齢(Aging Well)を享受

するために、国立長寿医療センターは厚生労働

省高度専門医療センター（ナショナルセンタ

ー)として加齢に伴う疾患を克服するための研

究の実施を使命とする。本研究では、国立長寿

医療センターにおいて実施されている長期縦

断疫学研究（下方研究分担者）、長寿ドック（徳

田研究分担者）及び診療活動等により集積され

るヒト生体･死体試料（矢澤研究代表者）及び

診療情報を、センター病院と研究所が一体とな

る包括的なバイオリソースシステム（長寿バイ

オリソース）として構築し、臨床研究に活用す

ることにより研究成果を国民に提供すること

を目的とする。さらに、愛知医科大学加齢科学

研究所ブレインバンク橋詰研究分担者と三重

大学神経内科佐々木研究分担者の分担研究者

と共同で、高齢者のバイオリソースに関する研

究を進める。長寿バイオリソースを活用する研

究はヒト固有の病態や発症機序を解明するだ

けでなく、疾患の診断や治療法開発にとっても

不可欠である。本研究では、国立長寿医療セン

ターにおいて我が国固有の長寿医療研究のた

めのバイオリソースを国の財産として構築す

ることをめざす。 

 

B. 研究方法  

 長寿医療研究のための包括的バイオリソー

スを構築するために、国立長寿医療センター及

び関係機関において、長寿バイオリソースの収

集に関するルールや基本理念を検討した。長寿

バイオリソースは現行の法律や指針を遵守す

るために、研究資源を生体試料（長寿バイオバ

ンク）と病理解剖の死体組織（国立長寿医療セ

ンター組織バンク）の２つに分けて検討を行っ

た。最初に、適正に研究試料を統一的に収集す

るために国立長寿医療センターで現在個別に

行われているバイオリソース研究のインフォ

ームドコンセント(IFC)を検討し、包括的な

IFCの策定に取り組んだ。IFCの策定にあたっ

ては単に試料収集を目的とするのではなく高
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齢者の疾患研究基盤の構築という理念のもと

に行った。次に、包括的な IFCのもとに収集す

る研究試料と付帯する個人情報の内容を検討

した。以上のバイオリソースの基本ルールの検

討と並行して個別研究の活用研究を実施した。

収集した研究試料を有効に活用し国民に分か

りやすい研究成果をあげることはバイオリソ

ースの蓄積と長期的な運営において最も重要

であり、海外のブレインバンクなどで実証され

ている。具体的には、認知症等の原因となる神

経変性に対する根本的な治療法の開発などに

より明快に研究成果を国民に還元する研究を

実施した。 

（倫理面への配慮）既に利益相反委員会や倫

理委員会の承認を受けた研究分担者の課題は

申請時の IFC に従って研究を行うが、課題が終

了次第、生体試料については新しい IFCを用い

て長寿バイオリソースへの登録を開始する。遺

伝子研究に関してはヒトゲノム遺伝子解析に

関する倫理指針を遵守し、長寿バイオバンクへ

の登録の際には連結不可能な匿名化を行いバ

ンクへの登録の同意を受ける。一方、病理解剖

由来の死体組織に関する研究では病理解剖を

受ける患者遺族から IFC を受け国立長寿医療

センター組織バンクに登録する。病理解剖の承

諾に加え、中枢神経組織等の保存及び疾病研究

について説明を行う。組織バンクの登録時には

連結可能匿名化を行い個人情報の管理を行う。

組織バンクの活用研究は国立長寿医療センタ

ー倫理委員会の承認を得ることを前提とし、死

体解剖保存法に規定される「遺族の返却要求」

に対してすみやかに対応する。 

 

C. 研究結果 

(1)長寿バイオバンクの構築 

 長寿バイオバンクは生体試料に関するバ

イオリソースバンクである。長期縦断疫学

研究や長寿ドックなどの診療活動を担当す

る下方・徳田研究分担者が実施している個

別のバイオリソース研究の IFCを再検討し、

長寿医療研究のための目的を明確に示した

包括的 IFC を策定した。包括的 IFC では活

用研究を実施する研究者は試料を収集した

個別の研究者だけではなく他の研究者も活

用可能であることを示し、収集した研究資

源を国民の財産として広く活用することを

明らかにした。従って、国立長寿医療セン

ター総長を責任者とし研究資源有効利用室

長を担当者として、長寿バイオバンクに登

録することを明記した。次に、生体試料に

付帯する個人情報を検討した。長寿バイオ

バンクでは付帯情報は連結不可能匿名化に

より複数の活用研究が実施できることを明

確にした。長寿バイオバンクについてホー

ムページ等を使って、広く国民に情報提供

することを検討し、次年度からの試料収集

の開始を計画した。 

佐々木研究分担者はバイオリソースの活

用する研究を推進する観点で、活用研究を

実施するための生命倫理と情報公開の重要

性について検討した。 

(2)国立長寿医療センター組織バンクの構築

と活用研究 

 矢澤研究代表者は組織バンクの病理解剖

例の蓄積を推進するために、センター病院

において臨床病理検討会(CPC)を積極的に

実施協力した。また、センター臨床医のた

めに神経病理所見を提示するブレインカッ

ティングを定期的に開催した。橋詰研究分

担者はセンター症例の神経病理診断につい

て的確な診断支援を行った。 

組織バンクの活用研究においては、高齢

者の発病する神経変性に対する治療法の開

発研究を行った。認知症などを発病するパ

ーキンソン症候群のモデル動物に関する研

究とヒト病理組織の研究を並行して行い、

神経変性に対する治療法の開発の糸口をつ

かんだ。自らが開発した疾患モデルマウス

から(Yazawa et al, Neuron, 2005)、患者

病態を有する培養細胞を作製し疾患の原因

として蓄積するα-synuclein と相互作用す

る蛋白を見いだした。更に蛋白の機能を抑

制する薬剤によりα-synuclein の蓄積を阻

止する治療法を発見した（Nakayama et al, 

Am J Pathol, 2009）。以上の結果を培養細

胞 in vitro 研究からモデルマウス in vivo
の治療研究まで発展させ、最終目標である

臨床応用をめざした。 

下方研究分担者は長期縦断疫学調査にお

いて生体試料の活用研究を実践し、高血圧

関連遺伝子多型などについて研究成果を発

表した。徳田研究分担者は長寿ドックデー

タベースを用いてバイオリソースの活用研

究を実施し、高齢者における潜在性の血栓

症について検討した。 
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D. 考察 

 長寿医療研究のための包括的なバイオリソ

ースバンクを構築するために、我が国に存在

する法律や活用指針に従って研究資源となる

試料を生体試料と死体組織である病理組織の

２つに分けて試料収集する必要がある。本研

究では各々の収集方法や収集・活用研究に関

わる基本的ルールを明確にした。最初に、生

体試料を収集する長寿バイオバンクでは国立

長寿医療センターにおいて試料の収集に共通

する包括的なインフォームドコンセント

(IFC)を作成した。次年度からこの IFC により

長期縦断疫学研究と長寿ドックにおいて生体

試料収集を開始する。長寿バイオバンクは活

用研究推進の観点から生体試料バンクとして

の役割を明確にした。長寿バイオバンクの活

用研究では複数の研究者が活用できるシステ

ムを構築するために試料は連結不可能匿名化

を行う。このため、診断に必要な最低限の情

報を付帯し活用研究の推進をはかる。一方、

病理組織に関する組織バンクでは、死体解剖

保存法を遵守する立場から病理組織は厳密か

つ慎重に取り扱い、連結可能匿名化により病

理組織を提供した遺族などの返却要求には速

やかに対応できる体制を構築した。組織バン

クの IFC は従来から行われている病理解剖の

承諾に加えて、遺伝子研究を含む組織に関す

る研究目的を明確にした IFCによる収集を行

った。以上のように、長寿バイオバンクと国

立長寿医療センター組織バンクでは異なる

IFC により研究資源を収集し、活用研究のあり

方も異なることを示した。本研究では相違点

を明確に示すことにより、社会に十分受け入

れられるコンセンサスの形成をめざして、ホ

ームページなどを活用して広く情報公開した。 

E. 結論 

 長寿医療研究のための包括的なバイオリソ

ースに関するバンクを構築するために、生体試

料と病理解剖の死体組織の２つの研究試料に

ついてバイオリソースの収集に関するルール

や基本理念を検討した。バイオリソースの活用

研究として認知症等の原因となる神経変性に

対する根本的な治療法の開発により明快な研

究成果を国民に還元する研究を実施した。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 
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